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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部が形成された前面パネルを有する筐体と、
　前記筐体の内部に形成された送風機室に設けられたファンと、
　前記ファンを駆動するファンモータと、
　室外熱交換器と、
　前記送風機室で且つ前記室外熱交換器よりも前面側に設けられ、前記ファンモータを支
持するファンモータ支持板と、
　前記送風機室に設けられ、前記開口部の周縁から後方に張り出すベルマウスと、
　前記ファンモータ支持板又は前記ファンモータ支持板の周縁に沿って上下方向に延びる
ように設けられた第１ヒータと、
　前記送風機室で前記室外熱交換器のうち前側面パネルの左側面に沿って前後方向に延び
る部位と、ベルマウスのうち前側面パネルの左側面に対向する縮径部の後端との間に位置
し、上下方向に延びるように設けられた第２ヒータと、
　前記送風機室内で前記ベルマウスの外周に沿うように設けられた第３ヒータと、を備え
た
　ことを特徴とする空気調和機の室外機。
【請求項２】
　前記第１ヒータ、前記第２ヒータ、及び前記第３ヒータは一体として構成された
　ことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機の室外機。
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【請求項３】
　前記第１ヒータは、上下方向に延びて前記ファンモータ支持板の上部又は上部周辺で折
り返され、正面視で下向きＵ字形状となるように設けられた
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の空気調和機の室外機。
【請求項４】
　前記ファンモータ支持板の上部で該ファンモータ支持板に接続された上部板を備え、
　前記第１ヒータは、前記上部板又は前記上部板の周縁に沿ってさらに設けられた
　ことを特徴とする請求項１～請求項３の何れか一項に記載の空気調和機の室外機。
【請求項５】
　前記室外熱交換器は、前記筐体の側面のうち前記送風機室を形成する側面に沿って設け
られ、
　前記第２ヒータは、前記ベルマウスよりも、前記送風機室を形成する側面に沿って設け
られた前記室外熱交換器側に設けられた
　ことを特徴とする請求項１～請求項４の何れか一項に記載の空気調和機の室外機。
【請求項６】
　前記第２ヒータは、側面視で下向きＵ字形状となるように設けられた
　ことを特徴とする請求項５に記載の空気調和機の室外機。
【請求項７】
　前記第２ヒータは、前記ベルマウスの最上端よりも上方に、左右方向に延びるようにさ
らに設けられた
　ことを特徴とする請求項５又は請求項６に記載の空気調和機の室外機。
【請求項８】
　前記第３ヒータは、
　前記ベルマウスの外周に沿って１８０度以上に亘り設けられた
　ことを特徴とする請求項１～請求項７の何れか一項に記載の空気調和機の室外機。
【請求項９】
　前記第３ヒータは、前記ベルマウスの最も外径が小さい部位の外周に沿って設けられた
　ことを特徴とする請求項１～請求項８の何れか一項に記載の空気調和機の室外機。
【請求項１０】
　前記第２ヒータは、複数回屈曲され、側面視で上向きのＵ字形状および下向きのＵ字形
状がそれぞれ形成されるように設けられた
　ことを特徴とする請求項５に記載の空気調和機の室外機。
【請求項１１】
　前記第１ヒータ、前記第２ヒータ、及び前記第３ヒータの少なくとも何れかは、前記筐
体の内部に設けられた圧縮機から吐出される冷媒の少なくとも一部を前記室外熱交換器に
直接供給するホットガスバイパス配管で構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機の室外機。
【請求項１２】
　前記筐体を構成する底面パネルの上面に設けられた第４ヒータをさらに有する
　ことを特徴とする請求項１～請求項１１の何れか一項に記載の空気調和機の室外機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の室外機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒートポンプ式空気調和機においては、室外熱交換器が蒸発器となる暖房運転時に、室
外熱交換器に着霜(フロスト)することで熱交換が阻害されることがある。このため、着霜
が検知された場合に、霜を取り除くデフロスト運転を実施するヒートポンプ式空気調和機
が従来提案されている。
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【０００３】
　デフロスト運転が実施されると、室外熱交換器に着霜していた霜は溶けてドレン水、水
蒸気となる。デフロスト運転を実施することで発生したドレン水は、室外機の筐体の底面
部を構成する底面パネルの上面に滴下した後、底面パネルに形成されたドレン排出用の穴
を通って室外機外部へ排出される。また、デフロスト運転を実施することで発生した水蒸
気は、自然対流によって又はデフロスト運転終了後の暖房運転時にファンが回転すること
で、室外機外部へ排出される。
【０００４】
　特に低外気温度である寒冷地においては、着霜し易い上に、室外熱交換器から底面パネ
ルの上面に滴下したドレン水が、ドレン排出用の穴を通って室外機外部へ排出される前に
、底面パネルの上面で再凍結してしまう場合がある。このため、従来、ドレン水が底面パ
ネルの上面で再凍結することを抑制するために、底面パネルの上面にヒータ（シーズヒー
タ）を敷設した室外機があった（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－５２９４１号公報（第１０頁、図１、図２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ヒートポンプ式空気調和機の普及に伴い、室外機が、従来のような寒冷地に加えて極寒
冷地（外気温度が０℃以下）に設置される場合がある。極寒冷地においては、室外熱交換
器及び筐体の表面温度が外気温度と同様に０℃以下になる。このため、デフロスト運転時
に発生した水蒸気は、筐体内部に滞留して筐体自体に再凍結する場合がある。また、水蒸
気が凍結して発生した氷は、デフロスト運転では溶けず、デフロスト運転を繰り返す度に
再凍結を繰り返して成長し、氷柱化する場合がある。ここで特許文献１に記載のヒータは
、底面パネルの上面に敷設されたものであるため、底面パネル以外の部材に付着した水蒸
気の凍結を十分に抑制することができないという課題があった。
【０００７】
　特に、ファンモータを支持するファンモータ支持板に水蒸気が付着し、ファンモータ支
持板に付着した水蒸気が凍結する場合がある。また、ベルマウスの外周においては、ファ
ン運転時の空気の流れが少なく、空気の淀みが発生し、デフロスト運転にて発生した水蒸
気が滞留し易く、ベルマウス自体に、氷結化した氷が成長し易い。このような場合には、
ファンモータ支持板及びベルマウスに付着した水蒸気が凍結して生成された氷が、室外機
内部に配置されたプロペラファンに接触してプロペラファンを欠損させたり、プロペラフ
ァンを駆動するファンモータに負荷を加えてプロペラファンを故障させてしまう場合があ
るという課題があった。
【０００８】
　本発明は、上述のような課題を背景としてなされたもので、ファンモータ支持板及びベ
ルマウスに付着する水蒸気の凍結を抑制する室外機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の空気調和機の室外機は、開口部が形成された前面パネルを有する筐体と、前記
筐体の内部に形成された送風機室に設けられたファンと、前記ファンを駆動するファンモ
ータと、室外熱交換器と、前記送風機室で且つ前記室外熱交換器よりも前面側に設けられ
、前記ファンモータを支持するファンモータ支持板と、前記送風機室に設けられ、前記開
口部の周縁から後方に張り出すベルマウスと、前記ファンモータ支持板又は前記ファンモ
ータ支持板の周縁に沿って上下方向に延びるように設けられた第１ヒータと、前記送風機
室で前記室外熱交換器のうち前側面パネルの左側面に沿って前後方向に延びる部位と、ベ
ルマウスのうち前側面パネルの左側面に対向する縮径部の後端との間に位置し、上下方向
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に延びるように設けられた第２ヒータと、前記送風機室内で前記ベルマウスの外周に沿う
ように設けられた第３ヒータと、を備えたものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ファンモータ支持板又はファンモータ支持板の周辺に設けられた第１
ヒータと、送風機室に上下方向に延びるように設けられた第２ヒータと、ベルマウスの外
周の少なくとも一部に沿うように設けられた第３ヒータと、を有する。このため、デフロ
スト運転時において、ファンモータ支持板及びベルマウスに水蒸気が付着しても、ヒータ
が発熱することで、ファンモータ支持板及びベルマウスに付着した水蒸気は０℃以上とな
る。したがって、外気温度０℃以下での極低温環境下において、ファンモータ支持板及び
ベルマウスに付着する水蒸気の凍結を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の斜視図である。
【図２】実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の分解斜視図である。
【図３】実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の分解斜視図であり、図２を詳細に
示した図である。
【図４】図１のＸ－Ｘ断面図である。
【図５】図１のＹ－Ｙ断面図である。
【図６】実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部構造を示す図である。
【図７】実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部にヒータ３０を設けた図であ
る。
【図８】図１のＸ－Ｘ断面図であり、室外機１００の内部にヒータ３０を設けた図である
。
【図９】図１のＹ－Ｙ断面図であり、室外機１００の内部にヒータ３０を設けた図である
。
【図１０】実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部に、図７とは異なる背面ヒ
ータ３０ａを設けた図である。
【図１１】実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部に、図７とは異なる側面ヒ
ータ３０ｂを設けた図である。
【図１２】実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部に、図７とは異なる側面ヒ
ータ３０ｂを設けた図である。
【図１３】実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部に、図７とは異なる側面ヒ
ータ３０ｂを設けた図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。なお、図１を含め、以下
の図面では各構成部材の大きさの関係が実際のものとは異なる場合がある。また、図１を
含め、以下の図面において、同一の符号を付したものは、同一又はこれに相当するもので
あり、このことは明細書の全文において共通することとする。さらに、明細書全文に表わ
されている構成要素の形態は、あくまでも例示であって、これらの記載に限定されるもの
ではない。
【００１３】
　図１は実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の斜視図である。図２は実施の形態
に係る空気調和機の室外機１００の分解斜視図である。図３は実施の形態に係る空気調和
機の室外機１００の分解斜視図であり、図２を詳細に示した図である。
【００１４】
　図１に示されるように、室外機１００の外郭は筐体５０で構成される。図２に示される
ように、筐体５０は、前側面パネル５０ａ、右側面パネル５０ｂ、底面パネル５０ｃ、天
面パネル５０ｄ及び背面パネル５０ｅ（図４）で構成される。前側面パネル５０ａは、筐
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体５０の前面側及び左側面側を構成するものであり、例えば平面視Ｌ字形状の部材で構成
される。また、図２に示されるように、筐体５０の内部には仕切板１が設けられている。
仕切板１が設けられることで、筐体５０の内部は機械室１０及び送風機室２０に区画され
る。
【００１５】
　なお、前側面パネル５０ａは、筐体５０の前面部を構成する部分と、筐体５０の左側面
部を構成する部分とを別部品で構成してもよい。すなわち、前側面パネル５０ａを、筐体
５０の前面部を構成する前面パネルと、筐体５０の左側面部を構成する左側面パネルとに
分割してもよい。
【００１６】
　機械室１０には、圧縮機１１及び電気品箱１２が設けられる。電気品箱１２の内部には
、制御基板（図示省略）が設けられている。図示省略の制御基板は、圧縮機１１の回転数
を制御したり、後述するヒータ３０等を駆動するための部材である。なお、図示省略の制
御基板は、例えば、この機能を実現する回路デバイスなどのハードウェア、又はマイコン
若しくはＣＰＵなどの演算装置上で実行されるソフトウェアで構成される。
【００１７】
　送風機室２０には、室外熱交換器２１、ファン２２、ファンモータ２３（図４）、ファ
ンモータ支持板２４、上部板２５、及び支持板接続部２６が設けられる。室外熱交換器２
１は、ファン２２、ファンモータ２３、ファンモータ支持板２４、上部板２５、及び支持
板接続部２６よりも室外機１００の背面側に設けられるようになっている。
【００１８】
　室外熱交換器２１は、例えば平面視してＬ字形状のものであり、前側面パネル５０ａの
左側面側の面、及び背面パネル５０ｅに沿うように設けられる。ファン２２は、例えばプ
ロペラファンで構成される送風手段であり、熱交換を効率的に行うための空気循環を生成
する。ファン２２は、室外機１００の背面側から室外機１００内部に外気を導入し、室外
機１００内部に導入された外気を室外機１００の前面側に向かって排出する機能を有する
。
【００１９】
　ファンモータ２３は、ファン２２を駆動する駆動手段であり、例えばネジ等の固定手段
を用いてファンモータ支持板２４に取り付けられる。ファンモータ支持板２４は、ファン
モータ２３を支持するためのものであり、底面パネル５０ｃから上方に向かう枠状の部材
である。なお、ファンモータ支持板２４は図示のように一つでなく複数設けられていても
よい。
【００２０】
　上部板２５は、例えば底面パネル５０ｃと略水平に設けられる板状の部材である。上部
板２５は、ファンモータ２３が大型化した場合を考慮して、ファンモータ支持板２４の強
度補強を図るための部材であり、ファンモータ支持板２４に接続されている。上部板２５
は、例えばファンモータ支持板２４の最上端から前方に向かうようにして取り付けられる
。
【００２１】
　支持板接続部２６は、例えばＵ字形状の部材であり、ファンモータ支持板２４と一体で
構成される。支持板接続部２６は、その内面が室外熱交換器２１の上面に接触するように
して設けられている。このように、支持板接続部２６が室外熱交換器２１に取り付けられ
ることで、ファンモータ支持板２４は、室外熱交換器２１に固定される。
【００２２】
　図３に示されるように、前側面パネル５０ａには開口部５０ａ１が形成されている。開
口部５０ａ１は、室外機１００内部に導入された外気を室外機１００外部に排出するため
の開口部である。また、前側面パネル５０ａの背面側であってファン２２の外周を囲むよ
うにベルマウス２７が設けられている。
【００２３】
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　ベルマウス２７は、例えば、開口部５０ａ１の周縁から半径方向内側に向かって縮径す
るように後方に張り出した縮径部２７ａと、縮径部２７ａの後端から半径方向外側に向か
って拡径するように後方に張り出した拡径部２７ｂと、を有する。ベルマウス２７は、前
側面パネル５０ａと一体として成形される。ベルマウス２７は、筐体５０内部に導入され
た外気を開口部５０ａ１に導く機能を有する。なお、ベルマウス２７は、縮径部２７ａと
拡径部２７ｂとの間に前後方向に延びる部位を有するように構成してもよい。
【００２４】
　図４は図１のＸ－Ｘ断面図である。図５は図１のＹ－Ｙ断面図である。なお、図４，図
５においては、空気流れを模式的に矢印で空気流れＡとして示している。以下、図４，図
５を用いて筐体５０の内部及び外部に形成される風路について説明する。
【００２５】
　ファンモータ２３が駆動されるとファン２２が回転し、外気は、筐体５０内部に導入さ
れる。筐体５０内部に導入された外気は、室外熱交換器２１を通ってベルマウス２７等の
部材に吹き付けられる。このように筐体５０内部を循環した外気は、開口部５０ａ１を通
って筐体５０外部に排出される。なお、ベルマウス２７の外周においては、図示のように
空気の淀みＡ１が生じやすい。
【００２６】
　図６は実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部構造を示す図である。図７は
実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部にヒータ３０を設けた図である。図８
は、図１のＸ－Ｘ断面図であり、室外機１００の内部にヒータ３０を設けた図である。図
９は、図１のＹ－Ｙ断面図であり、室外機１００の内部にヒータ３０を設けた図である。
【００２７】
　図６に示されるように、ファンモータ支持板２４は、上部２４ａ、胴部２４ｂ、及び下
部２４ｃを備える。上部２４ａの下方には胴部２４ｂが位置し、胴部２４ｂの下方には下
部２４ｃが位置している。上部２４ａは、支持板接続部２６に繋がる部位である。胴部２
４ｂは、ファンモータ２３が取り付けられる部位である。下部２４ｃは、例えばネジ（図
示省略）等の固定手段によって底面パネル５０ｃに固定される部位である。
【００２８】
　上部２４ａは、例えば空洞部２４ａ１を有する矩形の枠状の部材で構成される。下部２
４ｃは、例えば空洞部２４ｃ１を有する矩形の枠状の部材で構成される。このように、空
洞部２４ａ１，２４ｃ１が形成されているため、ファンモータ支持板２４に吹き出された
空気流れＡの一部は、空洞部２４ａ１，２４ｃ１を通過して筐体５０の前面側に排出され
る。すなわち、空洞部２４ａ１，２４ｃ１が形成されることで、空気流れＡの妨げを抑制
することができる。
【００２９】
　図７に示されるように、ヒータ３０は筐体５０の内部に設けられている。ヒータ３０は
、例えばシーズヒータで構成される加熱手段であり、筐体５０内部で発生した水蒸気を加
熱するものである。ヒータ３０の内部にはニクロム線が設けられている。なお、ヒータ３
０をフレキシブル（可撓性）ヒータで構成してもよい。このように構成すれば、ヒータ３
０を筐体５０内に配置し易くなる。
【００３０】
　ヒータ３０は、例えば消費電力１００Ｗで、また、例えば温度が３０℃の状態で用いら
れる。ヒータ３０の通電は、暖房運転時で且つ外気温度センサ（図示省略）が所定温度以
下の場合に、開始される。なお、ヒータ３０の消費電力や温度は、上述した値に限定され
るものではなく、筐体５０の内部で発生する水蒸気が加熱されるように適宜決定される。
【００３１】
　ヒータ３０は、背面ヒータ３０ａと、側面ヒータ３０ｂと、前面ヒータ３０ｃと、底面
ヒータ３０ｄと、を有する。以下、ヒータ３０の構成について説明する。なお、背面ヒー
タ３０ａ、側面ヒータ３０ｂ、前面ヒータ３０ｃ、及び底面ヒータ３０ｄは、一体として
設けられている。
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【００３２】
　背面ヒータ３０ａは、例えばネジ等の固定手段を用いて、ファンモータ支持板２４に取
り付けられる。背面ヒータ３０ａは、ファンモータ支持板２４の上部において折り返され
、正面視して下向きＵ字形状となるように設けられる。ファンモータ支持板２４の上部に
おいて、ファンモータ支持板２４に接続された上部板２５が設けられている。また、背面
ヒータ３０ａは、底面パネル５０ｃの上面のうちファンモータ支持板２４の下部周囲に設
けられている。
【００３３】
　側面ヒータ３０ｂは、室外熱交換器２１のうち前側面パネル５０ａの左側面に沿って設
けられた前後方向に延びる部位と、ベルマウス２７のうち前側面パネル５０ａの左側面に
対向する縮径部２７ａの後端と、の間に設けられている。側面ヒータ３０ｂは、ヒータ支
持部材２８付近で折り返され、側面視して下向きＵ字形状となっており、室外熱交換器２
１の周辺に位置している。図８に示されるように、側面ヒータ３０ｂの横断面は円形状に
なっている。
【００３４】
　前面ヒータ３０ｃは、ベルマウス２７の外周に沿って、例えば１８０度以上に亘って円
弧状に設けられる。前面ヒータ３０ｃは、筐体５０の内部の下方で底面ヒータ３０ｄと接
続されている。図９に示されるように、前面ヒータ３０ｃの縦断面は円形状になっている
。
【００３５】
　前面ヒータ３０ｃは、縮径部２７ａ及び拡径部２７ｂの外周に沿って設けられる。具体
的には、前面ヒータ３０ｃは、ベルマウス２７のうち最も外径が小さい部位の外周に設け
られている。なお、縮径部２７ａ及び拡径部２７ｂの外周に沿って設けられる例に限定さ
れず、例えば、縮径部２７ａ又は拡径部２７ｂの外周に沿って設けられていてもよい。
【００３６】
　なお、前面ヒータ３０ｃは、ベルマウス２７の外周に沿って、例えば１８０度以上に亘
って円弧状に設けられる例について説明したが、具体的な角度はこれに限定されない。３
６０度を上限角度とし、ベルマウス２７の外周の少なくとも一部に沿うように構成されて
いればよい。
【００３７】
　また、ベルマウス２７の外周に沿って３６０度に亘り前面ヒータ３０ｃを設ける場合に
は、前面ヒータ３０ｃの外径をベルマウス２７の最大外径よりも大きく構成することが望
ましい。これは、前面ヒータ３０ｃの外径がベルマウス２７の最大外径よりも小さい場合
には、縮径部２７ａ及び拡径部２７ｂの少なくとも一方の外周の少なくとも一部に沿うよ
うに前面ヒータ３０ｃを配置することができず、ベルマウス２７に付着した水蒸気の凍結
を効果的に抑制できないためである。
【００３８】
　底面ヒータ３０ｄは、底面パネル５０ｃの上面に左右方向に延びるように設けられる。
具体的には例えば、底面ヒータ３０ｄは、底面パネル５０ｃの上面のうち、平面視したベ
ルマウス２７の後端よりも前面側に設けられる。このように構成すれば、ベルマウス２７
に付着した水蒸気の凍結を抑制でき、室外熱交換器２１から流れ出たドレン水の凍結を抑
制することができる。
【００３９】
　次に、外気温度が０℃以下の極寒冷地における室外機１００の運転を説明する。上述し
た図示省略の制御基板は、例えば使用者等が運転モードを設定する操作手段（図示省略）
の操作を受けて、室外機１００の運転を制御する。運転モードは例えば暖房運転や冷房運
転等があるが、ここでは暖房運転が設定されたものと仮定して以下説明する。
【００４０】
　暖房運転が設定されるとファン２２が回転するため、上述したように外気は筐体５０内
部に導入される。ここで、室外熱交換器２１は蒸発器としての機能を有するため、筐体５
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０内部に導入された外気は、室外熱交換器２１の内部で冷媒と熱交換され、温度低下する
。温度低下した外気は、送風室１０内部のファンモータ支持板２４及びベルマウス２７等
の部材に吹き付けられる。そして、外気温度センサが検知する外気温度が所定温度以下に
なると、制御基板はヒータ３０の通電を開始する。このようにヒータ３０の通電が開始さ
れることで、ヒータ３０の熱がファンモータ支持板２４及びベルマウス２７に伝わり、フ
ァンモータ支持板２４及びベルマウス２７の着霜は抑制される。
【００４１】
　制御基板は、暖房運転が一定時間行われた後に、圧縮機１１の運転を停止させ、四方弁
（図示省略）を冷房側に切り替える。そして、制御基板は、圧縮機１１の運転を再度開始
させ、ファン２２の回転を停止させる。こうしてデフロスト運転が開始される。
【００４２】
　デフロスト運転時においては、室外熱交換器２１は凝縮器としての機能を有するため、
圧縮機１１から吐出された冷媒は室外熱交換器２１に流入し、室外熱交換器２１は加熱さ
れる。このため、デフロスト運転を行うことで、室外熱交換器２１内の熱を利用して筐体
５０の内部の温度を高くすることができる。
【００４３】
　デフロスト運転を行うことで、ファンモータ支持板２４及びベルマウス２７に付着した
霜の温度は上昇して水蒸気となり、この水蒸気は、外気温度が０℃以下の極寒冷地におい
て、再凍結しようとする。しかしながら、ファンモータ支持板２４及びベルマウス２７に
設けられたヒータ３０が、ファンモータ支持板２４及びベルマウス２７に付着する水蒸気
を加熱する。このため、ファンモータ支持板２４及びベルマウス２７に付着した水蒸気の
再凍結を抑制することができる。
【００４４】
　なお、背面ヒータ３０ａは、ファンモータ支持板２４に設けられる場合に限定されず、
ファンモータ支持板２４の周辺に設けられるように構成してもよい。このように構成して
も、背面ヒータ３０ａをファンモータ支持板２４に取り付けた場合と同様に、背面ヒータ
３０ａから発せられる熱をファンモータ支持板２４に伝えることができる。
【００４５】
　このとき、ファンモータ支持板２４に沿うように背面ヒータ３０ａを設けてもよいが、
ファンモータ支持板２４の近傍には配線が設けられているため、この配線と背面ヒータ３
０ａとがなるべく接触しないように背面ヒータ３０ａを設けると一層好ましい。
【００４６】
　また、背面ヒータ３０ａは、図示のように上下方向に直線的に延ばさないで、例えば左
右方向に屈曲させながら上下方向に延ばしてもよい。このように構成すれば、ファンモー
タ支持板２４に向かって熱を放出する背面ヒータ３０ａの表面積が増えるため、底面パネ
ル５０ｃに付着した水蒸気の凍結を一層抑制することができる。
【００４７】
　また、ファンモータ支持板２４に沿って背面ヒータ３０ａを複数回上下に折り返して設
けてもよい。このように構成すれば、水蒸気の凍結を一層抑制することができる。
【００４８】
　また、室外機１００の運転時には、機械室１０内の圧縮機１１が回転するため、送風機
室２０のうち、送風機室２０の右側（機械室１０側）の温度は、送風機室２０の左側の温
度よりも高くなる。このような事情を考慮して、ファンモータ支持板２４の左側を、ファ
ンモータ支持板２４の右側よりも一層加熱するようにしてもよい。
【００４９】
　また、背面ヒータ３０ａ、側面ヒータ３０ｂ、及び前面ヒータ３０ｃの少なくとも何れ
かは、圧縮機１１から吐出される冷媒の少なくとも一部を室外熱交換器２１に直接供給す
るホットガスバイパス回路（図示省略）で構成されていてもよい。ここで、ホットガスバ
イパス回路には、圧縮機１１から吐出されて室内熱交換器（図示省略）を経由して室外熱
交換器２１に供給される冷媒よりも高温高圧の冷媒が流れる。このため、このホットガス



(9) JP 5984783 B2 2016.9.6

10

20

30

40

50

バイパス回路を流れる冷媒の熱を利用することで、ファンモータ支持板２４又はファンモ
ータ支持板２４の周辺及びベルマウス２７を加熱することができる。
【００５０】
　以上のように、本実施の形態に係る空気調和機の室外機１００は、開口部が形成された
前面パネルを有する筐体５０と、筐体５０の内部に形成された送風機室２０に設けられた
ファン２２と、送風機室２０に設けられ、ファン２２を駆動するファンモータ２３と、送
風機室２０に設けられた室外熱交換器２１と、送風機室２０で且つ室外熱交換器２１より
も前面側に設けられ、ファンモータ２３を支持するファンモータ支持板２４と、送風機室
２０に設けられ、開口部５０ａ１の周縁から後方に張り出すベルマウス２７と、ファンモ
ータ支持板２４又はファンモータ支持板２４の周辺に設けられた背面ヒータ３０ａと、送
風機室２０に上下方向に延びるように設けられた側面ヒータ３０ｂと、ベルマウス２７の
外周の少なくとも一部に沿って設けられた前面ヒータ３０ｃと、を備えたものである。
　このため、デフロスト運転時において、ファンモータ支持板２４及びベルマウス２７に
水蒸気が付着しても、ヒータ３０が発熱することで、ファンモータ支持板２４及びベルマ
ウス２７に付着した水蒸気は０℃以上となる。したがって、外気温度０℃以下での極低温
環境下において、ファンモータ支持板２４及びベルマウス２７に付着する水蒸気の凍結を
抑制することができる。
【００５１】
　また、背面ヒータ３０ａ、側面ヒータ３０ｂ、及び前面ヒータ３０ｃは一体として構成
されているため、背面ヒータ３０ａ、側面ヒータ３０ｂ、及び前面ヒータ３０ｃをそれぞ
れ別体として構成した場合に比べて生産性が向上する。
【００５２】
　図１０は、実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部に、図７とは異なる背面
ヒータ３０ａを設けた図である。図１０に示されるように、上部板２５の上面の周辺に背
面ヒータ３０ａを設けてもよい。このようにすれば、上部板２５に付着した水蒸気の凍結
を抑制することができる。
【００５３】
　また、背面ヒータ３０ａは、上部板２５の上面の周辺でなく上部板２５に取り付けられ
るように設けてもよい。このように構成しても、背面ヒータ３０ａを上部板２５の上面の
周辺に設けた場合と同様に、上部板２５に背面ヒータ３０ａの熱を伝えることができる。
【００５４】
　また、上部板２５の下面に背面ヒータ３０ａを設けてもよい。このように構成すれば、
上部板２５のうち最も水蒸気が付着しやすい上部板２５の下面に付着した水蒸気の凍結を
一層抑制することができる。また、上部板２５の上面と天面パネル５０ｄの下面との間に
背面ヒータ３０ａを設ける空間を確保する必要が無くなるため、室外機１００の省スペー
ス化を図ることができる。
【００５５】
　図１１は、実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部に、図７とは異なる側面
ヒータ３０ｂを設けた図である。図１１に示されるように、側面ヒータ３０ｂを複数回屈
曲させ、上向きのＵ字形状及び下向きのＵ字形状が複数形成されるように構成してもよい
。また、側面ヒータ３０ｂは、図示のように上下方向に直線的に延ばさないで、例えば左
右方向に屈曲させながら上下方向に延ばしてもよい。このように構成すれば、ベルマウス
２７に向かって熱を放出する側面ヒータ３０ｂの表面積が増えるため、ベルマウス２７に
付着した水蒸気の凍結を一層抑制することができる。
【００５６】
　図１２は、実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部に、図７とは異なる側面
ヒータ３０ｂを設けた図である。図１２に示されるように、側面ヒータ３０ｂをベルマウ
ス２７の最上端よりも上方に、左右方向に延びるようにさらに設けてもよい。このように
構成すれば、ベルマウス２７に付着した水蒸気の凍結を一層抑制することができる。
【００５７】
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　図１３は、実施の形態に係る空気調和機の室外機１００の内部に、図７とは異なる側面
ヒータ３０ｂを設けた図である。図１３に示されるように、側面ヒータ３０ｂがベルマウ
ス２７の上下方向の中央付近で屈曲されるように構成してもよい。このように側面ヒータ
３０ｂを構成すれば、ベルマウス２７のうち最も空気の淀みやすいベルマウス２７の上下
方向の中央部分を熱することが出来る。このため、側面ヒータ３０ｂの設置スペースが十
分に確保できない場合であっても、効率よくベルマウス２７に付着した水蒸気の凍結を抑
制することができる。
【００５８】
　なお、背面ヒータ３０ａが本発明における第１ヒータに相当する。また、側面ヒータ３
０ｂが本発明における第２ヒータに相当する。また、前面ヒータ３０ｃが本発明における
第３ヒータに相当する。また、底面ヒータ３０ｄが本発明における第４ヒータに相当する
。
【符号の説明】
【００５９】
　１　仕切板、１０　機械室、１１　圧縮機、１２　電気品箱、２０　送風機室、２１　
室外熱交換器、２２　ファン、２３　ファンモータ、２４　ファンモータ支持板、２４ａ
　上部、２４ａ１　空洞部、２４ｂ　胴部、２４ｃ　下部、２４ｃ１　空洞部、２５　上
部板、２６　支持板接続部、２７　ベルマウス、２７ａ　縮径部、２７ｂ　拡径部、２８
　ヒータ支持部材、３０　ヒータ、３０ａ　背面ヒータ、３０ｂ　側面ヒータ、３０ｃ　
前面ヒータ、３０ｄ　底面ヒータ、５０　筐体、５０ａ　前側面パネル、５０ａ１　開口
部、５０ｂ　右側面パネル、５０ｃ　底面パネル、５０ｄ　天面パネル、５０ｅ　背面パ
ネル、１００　室外機、Ａ　空気流れ、Ａ１　空気の淀み。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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